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あそびの杜（笠間芸術の森公園内）にある人気の「ふわふわドーム」

○第 23回国民文化祭《笠間・炎の祭典》
 （２ページ）
○市・県民税（住民税）の主な税制改正
 （３ページ）
○ハッピートーク～市長と語る子育て交流会～
 （４ページ）
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2323
回
国
民
文
化
祭

回
国
民
文
化
祭

い
ば
ら
き
２
０
０
８

い
ば
ら
き
２
０
０
８

　

昭
和
61
年
か
ら
、
毎
年
、
都
道
府
県

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
き
た
国
民
文

化
祭
が
、
こ
の
秋
、
茨
城
県
内
の
34
市

町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
の
文
化
・
芸

術
の
愛
好
家
や
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

音
楽
や
演
劇
、
伝
統
文
化
の
競
演
を
繰

り
広
げ
る
国
内
最
大
の
祭
典
。
魅
力
あ

ふ
れ
る
様
々
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

参
加
者
の
活
動
意
欲
が
さ
ら
に
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
そ
の
優
れ
た
地
場
産

材
を
生
か
し
、「
笠
間
・
炎
の
祭
典
」

と
題
し
て
、
様
々
な
催
し
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で

全
国
公
募
の
工
芸
美
術
展
が
開
か
れ
た

ほ
か
、恒
例
の
「
匠
の
ま
つ
り
」
や
「
い

ば
ら
き
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、

「
い
な
だ
ス
ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
国
民
文
化
祭
と
一
体
化
。
ま
た
、
笠

間
独
自
の
催
し
と
し
て
、「
酒
と
食
と

器
展
」
と
「
花
と
器
と
炎
展
」
が
開
催

さ
れ
た
ほ
か
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

に
よ
る
「
坂
本
九
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
コ
ン

サ
ー
ト
」も
開
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

特
別
企
画
展
と
し
て
、
笠
間
日
動
美
術

館
、春
風
萬
里
荘
、茨
城
県
陶
芸
美
術
館
、

笠
間
稲
荷
美
術
館
が
連
携
し
た
シ
ー
ル

ラ
リ
ー
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
全
国
の
11

市
区
町
が
笠
間
に
集
結
し
た
第
20
回
忠

臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
０
１
回
笠
間
の
菊
ま
つ
り
と
そ

の
関
連
行
事
も
同
時
開
催
さ
れ
た
秋
の

笠
間
は
、
例
年
に
も
増
し
て
、
多
彩
な

催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
匠
の
ま
つ
り

②
ス
ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン

③
酒
と
食
と
器
展

　

笠
間
市
の
地
場
産
業
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
「
第
23
回
国
民
文
化
祭
」
笠

間
会
場
。
土
、
炎
、
石
、
自
然
、
歴
史
、
人
な
ど
、
笠
間
市
の
文
化
・
芸
術
の

総
力
を
結
集
し
た
祭
典
が
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
10
日
間
、
笠
間

芸
術
の
森
公
園
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

《
笠
間
・
炎
の
祭
典
》

④
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

⑤ 

坂
本
九
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
コ
ン
サ
ー
ト

⑥
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

写真上：笠間焼と生け花のコラボレーション
写真下：まる６日間続けられた登り窯による焼成

③

⑥

②

⑤

①

④
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※税制改正以外のお知らせ

国民健康保険税（国保税）や長寿（後期高齢者）医療制度保険料の
社会保険料控除
　平成 20年度から国保税及び長寿医療制度保険料の年金からの特別徴収（天引き）が始まりま
したが、年金から天引きされたものについては、所得税や住民税を算出する際、天引きされた本
人以外の社会保険料控除の対象となりませんのでご注意ください。
※ 年金からの特別徴収は、口座振替に切り替えることができます。切り替えるための要件等につ
いては、保険年金課（内線 139・143）にお問い合わせください。

供
し
た
場
合
は
、
既
に
所
得
税
で

特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
住
民
税
か
ら
の
控
除
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
年
金
か
ら
の
住
民
税
の
特
別
徴
収

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
公
的
年

金
に
か
か
る
住
民
税
の
う
ち
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て

は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
導
入
の
初
年
と
な
る
平
成

21
年
度
は
、
住
民
税
の
額
の
２
分

の
１
を
普
通
徴
収
（
納
付
書
、
口

座
振
替
等
）
と
し
て
１
期
（
６
月

末
納
期
限
）・
２
期
（
８
月
末
納

期
限
）
で
徴
収
し
、
10
月
支
給
分

か
ら
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
税
務
課
（
内
線
１
１ 

２
・
１
１
３
・
１
１
５
）

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

 
住
民
税
か
ら
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
で
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
の
間
に
居
住
の
用
に
供
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
住
民
税
か
ら

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

申
告
書
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

は
、
笠
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
来

年
１
月
以
降
に
公
開
し
ま
す
。

※
平
成
19
年
以
降
に
居
住
の
用
に

◆
減
価
償
却
費
の
改
正

　

農
業
や
営
業
を
行
っ
て
い
る
方

　

平
成
19
年
３
月
31
日
以
前
に
取

得
し
た
資
産
で
、
既
に
償
却
済
み

（
残
存
価
格
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
）

に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

平
成
20
年
分
か
ら
５
年
間
で
均
等

に
残
存
価
格
１
円
ま
で
償
却
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
内
訳
書
の
減
価
償
却
欄
に

記
載
の
な
い
場
合
で
も
、
取
得
時

期
・
価
格
な
ど
が
わ
か
れ
ば
償
却

で
き
ま
す
の
で
、
申
告
に
際
し
て

は
、
取
得
年
月
及
び
取
得
価
格

が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

廃
棄
等
に
よ
り
既
に
存
在
し
な

い
資
産
に
つ
い
て
は
、
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

市・県民税（住民税）の主な税制改正

住
宅
借
入
金
等

住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除

特
別
税
額
控
除
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◆
マ
ル
福
・
児
童
手
当
に
つ
い
て

Ｑ　

マ
ル
福
や
児
童
手
当
は
何
人

が
受
け
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
出

生
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

マ
ル
福
に
つ
い
て
は
、
乳
幼

児
、
妊
産
婦
、
母
子
家
庭
や
父

子
家
庭
、
障
害
者
な
ど
を
含
め

て
、
平
成
18
年
度
で
７
千
５
７
１

人
で
、
４
億
３
千
万
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
。
児
童
手
当
の
該
当
者

数
は
年
間
延
べ
９
万
人
で
、
子
ど

も
の
対
象
者
は
７
千
６
８
９
人

で
す
。
出
生
者
数
は
年
間
６
５
０

人
程
度
で
す
が
、
多
い
と
き
は

７
０
０
人
台
に
な
り
ま
す
。
出
生

者
数
と
死
亡
者
数
は
４
年
ぐ
ら
い

前
ま
で
同
程
度
で
し
た
が
、
今
で

は
死
亡
者
数
が
上
回
っ
て
お
り
、

人
口
が
自
然
減
少
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

Ｑ　

給
食
の
食
材
の
流
通
経
路
や

残
留
農
薬
の
有
無
が
わ
か
ら
な

い
。
岩
間
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

予
算
の
都
合
上
、
冷
凍
食
品
を
使

う
こ
と
も
多
い
と
聞
い
た
が
、
地

産
地
消
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
事
故
米
を
使
っ
て
い
な
い

の
な
ら
、
献
立
表
な
ど
に
表
示
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　

笠
間
市
の
給
食
に
は
、
事
故

米
や
中
国
産
の
冷
凍
食
品
を
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
は
安
全

性
や
食
へ
の
関
心
と
い
う
意
味
で

良
い
こ
と
で
す
が
、
給
食
で
は
一

定
量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
農
協
と
協
力
し
て
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
校
舎
の
耐
震
に
つ
い
て

Ｑ　

校
舎
の
耐
震
の
問
題
で
、
ど

こ
の
学
校
が
危
な
い
の
か
公
表
で

き
な
い
か
。

Ａ　

昭
和
56
年
以
降
に
建
て
ら
れ

た
学
校
は
新
し
い
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
56
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
は
６
校
あ

り
ま
す
の
で
、
耐
震
診
断
を
順
次

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
友

部
中
学
校
は
既
に
補
強
を
行
い
、

岩
間
中
学
校
は
建
て
替
え
工
事
中

で
す
。
笠
間
中
学
校
は
今
年
、
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。
稲
田
小
学

校
は
昭
和
56
年
ぎ
り
ぎ
り
の
こ
ろ

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

学
校
の
適
正
規
模
（
小
学
校
１
校

12
学
級
、
中
学
校
１
校
９
学
級
）

と
い
う
基
準
が
あ
り
、
笠
間
市
で

こ
の
規
模
を
下
回
っ
て
い
る
学
校

が
あ
り
ま
す
の
で
、
耐
震
と
学
校

の
統
廃
合
の
考
え
方
を
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
来
年
度
、地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

議
会
な
ど
を
含
め
た
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。◆

乳
幼
児
医
療
福
祉
費
助
成
制
度

の
対
象
年
齢
の
引
上
げ
に
つ
い
て

Ｑ　

医
療
費
の
助
成
対
象
を
小

学
校
未
就
学
児
か
ら
小
学
３
年

生
ぐ
ら
い
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ

な
い
か
。

Ａ　

助
成
対
象
を
拡
大
す
る
と
い

う
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
小
学
３

年
生
ま
で
引
き
上
げ
る
と
、
最
低

で
も
１
億
円
以
上
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
医
療
福
祉

費
助
成
制
度
の
中
で
受
給
者
の
自

己
負
担
分
の
助
成
を
全
対
象
者
に

行
っ
て
い
る
の
は
、
県
内
で
は
笠

間
市
と
東
海
村
だ
け
で
す
。

◆
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ　

街
中
は
明
る
い
が
、
郊
外
は

暗
く
て
危
険
な
の
で
、
街
灯
を
整

備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
ま
で
の
市
政
懇
談
会
で
も

多
く
の
要
望
が
あ
り
、
今
年
度
は

９
月
に
補
正
予
算
を
付
け
ま
し

た
。
来
年
度
も
通
学
路
や
暗
い
と

こ
ろ
を
中
心
に
積
極
的
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市

役
所
や
学
校
、
区
長
さ
ん
に
話
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
民
家
の
あ
る
場
所
は
設
置

助
成
金
を
支
出
し
、
行
政
区
で
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆ 

市
政
懇
談
会
の
開
催
方
法
に

つ
い
て

Ｑ　

以
前
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で

は
、
各
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
保
護

者
か
ら
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集

約
し
、
要
望
書
と
し
て
市
長
と
の

会
合
に
提
出
し
て
い
た
。
保
護
者

の
要
望
や
意
見
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に

伝
わ
る
た
め
、
市
長
も
評
価
し
て

い
た
。
笠
間
市
で
も
こ
う
し
た
方

法
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
は
、
今

後
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
皆
さ
ん
が

市
長
と
懇
談
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
私
は
ど
こ
へ
で
も
ま

い
り
ま
す
の
で
、
秘
書
課
に
言
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
に
つ
い
て

Ｑ　

母
親
は
子
育
て
に
フ
ル
活
動

し
て
お
り
、
自
分
が
病
院
に
行
き

た
く
て
も
、
子
ど
も
の
世
話
を
し

て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
仕

方
な
く
連
れ
て
行
く
こ
と
も
多
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
声
を
か
け

て
、
一
時
的
に
預
か
っ
て
く
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

私
も
そ
う
思
い
ま
す
の
で
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市
の

緊
急
一
時
保
育
事
業
で
す
が
、
１

日
２
千
円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
秘
書
課
（
内
線
２
２
４
）

平
成
20
年
度　

市
政
懇
談
会

ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー
ク　
〜
市
長
と
語
る
子
育
て
交
流
会
〜

　

市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
市
内
３
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
若
い
夫
婦
や
出
産
予
定
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
題
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー
ク
。
本
紙

で
は
、
そ
の
開
催
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
笠
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◇…秋の叙勲…◇
◆瑞宝双光章
　伊勢山 司郎さん（大田町）元県出納事務局長
　 原 毅さん（平町）元県農業総合センター長
◆瑞宝単光章
　千葉 忠さん（東平）元日本国有鉄道職員

社会福祉功労厚生労働大臣表彰
　瀬畑 洋子さん（美原）民生・児童委員功労者

農林水産大臣感謝状受賞
　福田 修さん（大田町）鶏卵生産及び出荷調査協力者

◇…危険業務従事者叙勲…◇
◆瑞宝双光章
　緑川 勝美さん（寺崎）元警視正
　矢口 友喜さん（吉岡）元２等陸尉
　横田 節夫さん（鯉淵）元警視正
◆瑞宝単光章
　澤村 光二さん（笠間）元県警部補

茨城県表彰
伊藤 東彦さん（南吉原）陶芸家
川連 キヌさん（笠間）元茨城県地域女性団体連絡会副会長

　バイオディーゼル燃料を使用した公用車の走行式が、11 月７
日、市役所の庁舎前で行われました。この取組みは、市内２か所
の学校給食センターから出る廃食用油を精製し、公用車３台に
使って実証運転を行うという初の試み。市内の事業者が行うバイ
オ燃料精製の試験事業に協力する形で、来年６月まで行われる予
定です。
　バイオ燃料は、使用済みの天ぷら油などを精製してできるもの
で、地球環境にやさしい軽油代替燃料。今年３月に策定した笠間
市環境基本計画でも、その利活用について検討し導入に努めるこ
ととしており、その成果が期待されています。
　式では、山口市長と石﨑議長がバイオ燃料をポリタンクから公
用車に給油し、テープカットや試験走行が行われました。

バイオ燃料、公用車で走行試験を開始
～地球温暖化対策に廃食用油を有効活用～

叙勲、各表彰受賞者

第７回全国高等学校アームレスリ
ング選手権大会
【10 ／ 26　市民体育館】
市内高校の表彰者・団体（敬称略）
○男子ライトハンド－ 60㎏級
　準優勝▼西本　卓矢（笠間高）
○男子ライトハンド＋ 80㎏級
　第３位▼鎌田　海人（笠間高）
　第４位▼柴山　信一（笠間高）
○女子ライトハンド＋ 55㎏級
　第４位▼鈴木　美紀（友部高）
○男子団体（ライトハンド）
　第５位▼笠間高
○男子団体（レフトハンド）
　第４位▼友部高Ａ
○女子団体
　第３位▼友部高Ａ
　第４位▼友部高Ｂ
　第５位▼笠間高

ふるさと友部まつり
第 20回笠間市友部綱引大会
【10 ／ 18　友部公民館】
○小学生の部
　優　勝▼相撲少年団
　準優勝▼みとせ子ども会Ａ
　第３位▼二小ソフトボール教室
○中学生男子の部
　優　勝▼We are 柔道部
　準優勝▼村Ｂ of イエズス会
　第３位▼ 水泳部MAX ごまちゃ

んズ
○中学生女子の部
　優　勝▼ＭＩＴＯＳＥ
　準優勝▼ いざとなったらおタマ

かえしながら 神だのみ
　第３位▼差倒和加目群
○一般男子の部
　下中会

スポーツファイルスポーツファイル

ミズノ杯第１５回北関東９人制ク
ラブ男女バレーボール大会
【群馬県伊勢崎市】

○優勝：友部クラブ
※  14 回大会から２連覇、通算６
度目の優勝

バイオディーゼル燃料を給油する山口市長
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茨城県知事〔2〕6074号

講
演
「
源
氏
物
語
か
ら
学
ぶ
男

女
共
同
参
画
」

　

今
年
は
、
源
氏
物
語
が
記
録
の

上
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

千
年
に
あ
た
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、「
源
氏
物
語
か
ら
学
ぶ

男
女
共
同
参
画
」
と
題
し
て
、
源

氏
物
語
研
究
会
「
源
リ
ウ
会
」
の

黒
木
睦
子
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
千
年

前
に
紫
式
部
と
い
う
女
性
が
書
い

た
小
説
か
ら
当
時
の
人
間
模
様
に

思
い
を
は
せ
、
現
在
に
も
通
じ
る

心
の
う
ち
を
見
つ
め
る
と
い
う
趣

旨
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
分
か
り
や
す

く
楽
し
い
講
演
だ
っ
た
と
好
評

で
、
改
め
て
男
女
共
同
参
画
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
の
作
品
と
し
て
、
作
文
と
ポ
ス

タ
ー
の
入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
作
文
最
優
秀
賞
の

関
さ
ん
と
橋
本
さ
ん
に
よ
る
朗
読

も
行
い
ま
し
た
。
入
賞
し
た
ポ
ス

タ
ー
は
、
市
役
所
な
ど
で
順
次
展

示
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
最
優
秀
賞

《
作
文
》

　

○
関　

智
貴
さ
ん

　

 （
岩
間
第
三
小
学
校
５
年
）

　

○
橋
本　

佳
奈
さ
ん

　

 （
東
中
学
校
２
年
）

《
ポ
ス
タ
ー
》

　

○
松
山　

瑠
菜
さ
ん

　

 （
箱
田
小
学
校
６
年
）

　

○
國
谷　

駿
介
さ
ん

　

 （
南
中
学
校
２
年
）

　

○
小
林　

楓
さ
ん

　

 （
笠
間
高
校
２
年
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
マ
リ
ン
バ
演
奏
」

　

中
野
さ
ん
姉
妹
（
岩
間
在
住
）

に
よ
る
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
と
と
も

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。
静
か
な
曲
か
ら
迫
力
あ
る
曲

ま
で
３
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
華
麗
な

演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

か
さ
ま
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

共
に
輝
こ
う　

あ
な
た
と
わ
た
し
〜

　

11
月
16
日
、「
か
さ
ま
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
」
が

友
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
民
・

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
一
層
の
取
組
み
を
図
る
た
め

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
認
定
事
業
者

　

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
事
業
者
を
認
定
し
ま
し
た
。

◆
ア
イ
・
エ
ヌ
・
エ
ス
（
株
）

○ 

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
、

職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
整
備

○ 

小
学
校
未
就
学
児
を
育
て
る
従

業
員
が
、
短
時
間
勤
務
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置

○
介
護
休
業
制
度
の
措
置

○ 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
苦
情
、
相
談
体
制
の
整
備

◆
（
有
）
ナ
ガ
タ
フ
ー
ズ

○
資
格
取
得
の
促
進

○ 

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
再
雇
用

制
度

○
短
時
間
勤
務
制
度

◆ 

キ
ヤ
ノ
ン
モ
ー
ル
ド
（
株
）

友
部
事
業
所

○ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
※
週
間

を
年
２
回
開
催
（
全
員
参
加
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
職
場
の

問
題
点
の
抽
出
・
共
有
化
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
窓
口
や
社
内
規
程
と
ポ
ス

タ
ー
明
示
に
よ
る
周
知
徹
底
）

○ 

育
児
休
業
制
度
、
短
時
間
勤
務

制
度

※ 
法
律
や
規
則
等
の
基
本
的
ル
ー

ル
に
従
っ
て
活
動
を
行
う
こ
と

問
合
せ
先
▼
秘
書
課
男
女
共
同
参

画
推
進
室
（
内
線
２
２
６
）

中野さん姉妹によるマリンバの演奏

講演する黒木 睦子さん
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地上デジタル放送地上デジタル放送
笠間中継局から放送開始（12月26日）笠間中継局から放送開始（12月26日）

　

12
月
26
日
か
ら
、
市
内
大
郷
戸
の

鍬
柄
山
に
あ
る
笠
間
中
継
局
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、
民
間
放
送
）
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

笠
間
中
継
局
の
受
信
可
能
予
想
範

囲
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

に
は
、
笠
間
中
継
局
に
向
け
た
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
し
た
受
信
機
が
必
要

で
す
。

問
合
せ
先

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
相
談

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
（
０
０
）
３
４
３
４

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局

　

０
２
９
（
２
３
２
）
９
８
８
５

◆
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
㈱

　

視
聴
者
セ
ン
タ
ー

　

０
３
（
６
２
１
５
）
４
４
４
４

◆
㈱
テ
レ
ビ
朝
日　

視
聴
者
窓
口

　

０
３
（
６
４
０
６
）
５
５
５
５

◆
㈱
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

　

視
聴
者
セ
ン
タ
ー

　

０
３
（
３
７
４
６
）
６
６
６
６

◆
㈱
テ
レ
ビ
東
京
（
代
表
）

　

０
３
（
５
４
７
０
）
７
７
７
７

◆
㈱
フ
ジ
テ
レ
ビ

　

視
聴
者
セ
ン
タ
ー

　

０
３
（
５
５
０
０
）
２
０
０
５

◆
関
東
総
合
通
信
局　

放
送
部

　

０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

放送局名 リモコンチャンネル

ＮＨＫ（総合） １

ＮＨＫ（教育） ２

日本テレビ ４

ＴＢＳ ６

フジテレビ ８

テレビ朝日 ５

テレビ東京 ７

■ エリア内であっても、地形等の影響など
により、視聴できない場合もあります。

笠間中継局受信可能予想範囲図

笠間中継局
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　10月26日、茨城県歯科医師会館（水戸市）で「第
１回父と子のよい歯のコンクール」（主催：茨城
県・茨城県歯科医師会）の表彰式が行われ、井上
裕之さん（笠間）・英音君（４歳）親子が優秀賞
を受賞しました。このコンクールは、家族ぐるみ
で歯科保健の意識を向上させ、特に幼児と父親の
歯と口腔の健康を保持することを目的としたもの
で、むし歯のない３歳～６歳児とその父親を対象
としたもの。井上さん親子は、コンクール初代の
受賞者に選ばれました。

「父と子のよい歯のコンクール」で
市内の親子が優秀賞を受賞

　このほど、第 40回目の日展入選者が発表され、
書の部門で米川香庵さん（平町在住・78歳、読
売書法会理事）の作品「高

こう

青
せい

邱
きゅう

詩
し

十首」が新入選
を果たしました。日展（日本美術展覧会）は日本
を代表する展覧会の一つで、日本画・洋画・彫刻・
工芸美術・書の５部門に分かれています。米川さ
んの作品は、中国の元の時代の詩人：高が残した
幅 3.5 メートルに及ぶ漢詩の巻物を書にしたも
の。書道暦 45 年、30 回ほどの日展挑戦で初の
偉業を成し遂げました。

第40回「日展」に
米川香庵さんが新入選

　笠間市は、災害時に食料品や日用品などの生活
物資を調達するため、大規模小売店舗や流通業者
と物資の供給に関する協定を結んでいます。その
５件目として、11 月 12 日、イー・ドリンコ関
東㈱と「災害救助に必要な物資の調達に関する協
定」を締結しました。内容は、災害時に市の要
請に応じて同社が保有する飲料水（500mℓ入り
2,000 本）を無償で提供するというもの。また、
避難所５か所に設置する災害時対応型自動販売機
の在庫品も無償で提供することとしています。

災害時の物資の供給
イー・ドリンコ関東㈱と笠間市が協定

　笠間中学校の昭和 39年卒業生でつくる「三九
会」（代表：川野輪正範さん、会員数：27人）が、
10 月 26 日、母校の敷地内に河津桜５本を植樹
しました。この作業は、会発足 35周年の節目に
当たり、生徒たちの健やかな成長を願って行われ
たもので、今回で３回目。卒業当時の恩師を招き、
市内で造園業を営む一学年上の長谷川好道さんら
の協力の下、植樹に汗を流しました。同会では、
これまでにも、中学校の側溝整備や樹木の枝払い、
土手の草刈りなど、母校の豊かな環境を維持する
ために様々な活動を行っています。

笠間中学校の昭和39年卒業生が、
植樹ボランティア

表彰される井上さん親子（先頭） 協定を締結したイー・ドリンコ関東㈱の松林部長（左）と山口市長

植樹の記念碑を囲む三九会メンバーと山口市長

▲  日展入選を果たした米川香庵さん

入選作品「高青邱詩十首」
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ま ち の 
話 題 

道路美化の功績で、市内の里親団体３団体が県知事表彰
　道路の美化活動に対する功績が評価され、このほど、市内の里親
団体３団体を含む４団体が茨城県知事表彰を受けました。里親団体
とは、県道の清掃美化活動などを支援し、地域にふさわしい道づく
りに貢献している団体です。表彰を受けたのは、秋桜の会（仁古田
地内の県道大洗友部線及び県道石岡城里線）、まちづくり宍戸塾（平
町地内の県道大洗友部線）、ひまわりの会（安居地内の県道茨城岩
間線）と大洗町の団体の４団体。道路の除草や清掃、草花の植え替
えなどを行い、地域の道路美化に積極的に取り組んでいます。また、
これらの団体のほか、笠間市岩間地区日赤奉仕団、土師ひゃくしょう
塾、下市毛まちづくり同好会の合計６団体が市内の清掃美化活動を
実施しています。

広大な敷地の中で動物たちとの触れ合い
東京大学附属牧場公開デー
　獣医学や応用動物学の実習教育、畜産物の安全性
評価などの研究をしている東京大学附属牧場。市内
安居にある同牧場では、地域に開かれた施設として、
毎年「無料公開デー」を開催しています。今年は
11月１日に開催され、子どもたちと子ヤギとの触
れ合いや乗馬体験などが行われました。また、地域
ブランド米「笠間の
粋 う米」を使った
おにぎりや、はなさ
か市民農園で採れた
サツマイモの焼きい
もなども提供され、
多くの市民が秋の恵
みを味わいました。

表彰された里親団体の皆さん

子ヤギと遊ぶ子どもたち

　10 月 18 日、市民体育館で「第３回笠間
市ふれあいスポーツの集い」が行われ、600
人を超える市民が参加しました。この集いは、
障害のある人もない人も、大人も子どももス
ポーツを通してふれあい、社会参加すること
で、健康と生きがいにつながることを目的と
しています。

600人を超える市民が一堂に！
第３回笠間市ふれあいスポーツの集い

全員参加で楽しんだプレイバルーン

　10月 28日、茨城県自然博物館（坂東市）で「第
52回日本学生科学賞」茨城県審査会の表彰式が
行われ、岩間中学校１年の小沼萌さんが知事賞を
受賞しました。
　小沼さんは、「カエルと人と水田の共生を目指し
て～ヤマアカガエルとニホンアカガエルが産卵で
きる環境とは～」とい
うテーマで小学１年生
から研究を続け、産卵
できる環境条件を突き
止めました。「７年間継
続してやってきたこと
なので達成感がある。
今後も研究を続けてい
きたい」と笑顔で語っ
てくれました。

第52回日本学生科学賞
小沼萌さん（岩間中）が知事賞を受賞

賞状を手にする小沼さん

平成 20年　広報かさま 12月号9



国際交流サロン　

☆ＪＩＣＡ研修員のホストファミリーを募集
　笠間市国際交流協会では、ＪＩＣＡ（独
立行政法人 国際協力機構）の外国人研修員
のホームステイの受入れ家庭を募集してい
ます。日程は、２月 28日・３月１日の一泊
二日です。
☆外国人書道交流会の参加者を募集
　左欄記載の外国人書道交流会の参加者を
募集しています。当日は英語で指導が受け
られます。

問合せ先：笠間市国際交流協会　℡ 090-2761-8711（事務局長：木村）

　笠間市では、市民の皆さんにより良い窓口
サービスを提供できるよう心掛けています。
　今年７月から８月にかけて実施した第１回
目の窓口サービスアンケートでは、多くの皆
さんからご意見やご指摘をいただきました。
今後も窓口業務のさらなる改善に向けて第２
回目のアンケートを実施しますので、市役所
にお越しの際は、ぜひご協力をお願いします。
問合せ先：職員課（内線 551）

実施期間：平成 21年１月 14日（水）～ 27日（火）
実施場所：市役所本所

笠間支所
岩間支所
上下水道部
図書館３館
公民館３館
保健センター３か所
消防本部

　12 月は、ドイツのあいさつ言葉を紹介しま
す。さあ、“こんにちは”“ありがとう”から交
流を始めましょう。

世界のこんにちは／ありがとう（ドイツ語編）
☆こんにちは
　Guten  Tag（グーテン　ターク）
☆ありがとう
　Danke  schön（ダンケ　シェーン）

１月の交流情報
☆外国人書道交流会（友部公民館）
　１月 10日（土）午前 10時～正午
☆日本語教室（友部公民館）午前 10時～
　１月 10日（土）・17日（土）・24日（土）

笠間市役所『窓口サービスアンケート』にご協力ください笠間市役所『窓口サービスアンケート』にご協力ください
《アンケート期間：平成 21年１月 14日～ 27日》《アンケート期間：平成 21年１月 14日～ 27日》

パラグアイの民族衣装と国際交流協会会員

平成 20年　広報かさま 12月号 10



情報カレンダー 11月January 

電 話 番 号 一 覧
笠保 笠間保健センター ･･ 72-7711
友保 友部保健センター ･･ 77-9145
岩保 岩間保健センター ･･ 45-7888
てらざき保 てらざき保育所 72-0254
くるす保 くるす保育所 ････ 72-0563
いなだ保 いなだ保育所 ････ 74-2304
ともべ保 ともべ保育所 ････ 77-6105
病笠間市立病院 ････････ 77-0034
はいこいの家はなさか ･･ 77-5110
笠公 笠間公民館 ････････ 72-2100
友公 友部公民館 ････････ 77-7533
岩公 岩間公民館 ････････ 45-2080

１月の休日救急診療当番（9:00～17:00）１月の休日救急診療当番（9:00～17:00）

※当番医は変更になる場合がありますので、確認のうえ診療を受けてください。

※毎週月・水・金は子育て支援センターを開設します（市民センターいわま 10:00 ～ 16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

日付 曜日 病院名 電話番号

1 木
塙医院 （友）0296-77-0072
下田整形外科（笠）0296-73-0858

2 金
笠間市立病院 （友）0296-77-0034
佐藤医院 （笠）0296-72-0032

3 土
菅谷病院 （岩）0299-45-2172
磯医院 （笠）0296-74-4790

4 日
根本産婦人科医院（友）0296-77-0431
笠間耳鼻咽喉科（笠）0296-73-0111

日付 曜日 病院名 電話番号

11 日
立川病院 （友）0296-77-7211
河村医院 （笠）0296-72-2121

12 月
梅里クリニック（岩）0299-45-2002
粟屋医院 （笠）0296-72-1567

18 日
塙医院 （友）0296-77-0072
太田皮フ科 （笠）0296-72-7777

25 日
笠間市立病院（友）0296-77-0034
関外科整形外科（笠）0296-72-1382

日付 行　　事

１ 木

いこいの家「はなさか」年始休業（１日まで）
図書館年始休業（３日まで）
市役所、保健センター、市立病院、デマンドタクシー
かさま、笠間広域斎場やすらぎの森年始休業（４日まで）
公民館、総合公園、市民体育館、笠間武道館、海洋セ
ンター、ゆかいふれあいセンター年始休業（５日まで）
全地区ごみ収集年始休業（４日まで）
笠間地区し尿汲み取り年始休業（４日まで）
友部・岩間地区し尿汲み取り年始休業（５日まで）

２ 金 第10回「彩初窯市（いろどりはつがまいち）」（５日まで）　　笠間工芸の丘（笠間焼協同組合 ☎ 0296-73-0058）

３ 土

４ 日 休日窓口受付【市役所本所】8:30 ～ 12:00

５ 月 いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

６ 火 窓口延長サービス【岩間支所】17:30 ～ 19:30いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

７ 水

窓口延長サービス【市役所本所】17:30 ～ 19:30
子育て広場くるす保 9:00 ～ 12:00
夢いっぱいクラブともべ保 9:30 ～ 11:30
いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

８ 木 窓口延長サービス【笠間支所】17:30 ～ 19:30

９ 金 ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30

10土

11日
休日窓口受付【市役所本所】8:30 ～ 12:00
笠間市成人式 受付10：00～ パークスガーデンプレイス
　　（生涯学習課 内線 72234）
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場

12月 成人の日

13火 窓口延長サービス【岩間支所】17:30 ～ 19:30いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

14水
窓口延長サービス【市役所本所】17:30 ～ 19:30
子育て広場くるす保 9:00 ～ 12:00
夢いっぱいクラブともべ保 9:30 ～ 11:30
行政相談岩保 13:00 ～ 16:00（秘書課 内線 224）

日付 行　　事

15木
窓口延長サービス【笠間支所】17:30 ～ 19:30
子育てサロン 9:00 ～ 11:30　みなみ公民館
　　（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎ 0296-72-1477）

16金 地域児童相談友保 10:00 ～ 16:00
ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30

17土
18日 休日窓口受付【市役所本所】8:30 ～ 12:00

19月 ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30
いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

20火 窓口延長サービス【岩間支所】17:30 ～ 19:30

21水
窓口延長サービス【市役所本所】17:30 ～ 19:30
子育て広場くるす保 9:00 ～ 12:00
夢いっぱいクラブともべ保 9:30 ～ 11:30

22木 窓口延長サービス【笠間支所】17:30 ～ 19:30行政相談友公 13:30 ～ 16:00（秘書課 内線 224）

23金 ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30

24土 桃宴（とうえん）笠間のお雛様展（３月３日まで）　　（商工観光課 内線 517）

25日 休日窓口受付【市役所本所】8:30 ～ 12:00

26月 ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30
いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

27火 窓口延長サービス【岩間支所】17:30 ～ 19:30いこいの家 ｢はなさか ｣休館日

28水
窓口延長サービス【市役所本所】17:30 ～ 19:30
子育て広場くるす保 9:00 ～ 12:00
夢いっぱいクラブともべ保 9:30 ～ 11:30

29木 窓口延長サービス【笠間支所】17:30 ～ 19:30
30金 ふれあい広場いなだ保 9:30 ～ 11:30

31土
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健康

　一年を振り返って
　今年も、余すところわずかとなってまいりま
した。何かと慌ただしい師走であると思います。
　さて、合併後３年目の本年も様々な出来事が
ありました。振り返りながら、笠間市の 10 大
ニュースを挙げてみました。皆様の10大ニュー
スは？
　私の第１番目は、10月に岩間支所庁舎が「市
民センターいわま」として生まれ変わったことで
あります。次は、「デマンドタクシーかさま」の

スタート。
今後もサー
ビスの充実
に向けて努
力してまい
りたいと思
います。そ
して、合気
道のかかわ
りから京都

府綾部市と友好都市の盟約を結び、改めて４市
町の友好都市宣言書を取り交わしたこと、笠間
市出身の川﨑真裕美選手が女子競歩日本代表と
してアテネ五輪・北京五輪に連続出場し、笠
間市民栄誉賞を受賞したこと、子育て支援策と
して保育料を県内３番目の低料金に設定したこ
と、北川根小学校がスナッグゴルフで念願の全
国制覇を果たしたこと、友部・岩間地区を結ぶ
大古山橋が開通したこと、５事業所との協定で
レジ袋を有料化したこと、そして、ふるさと納税
に基づく笠間市へのご支援、第20回忠臣蔵サミッ
トの笠間市開催などが挙げられます。
　市民の皆様には、本年も市政運営にご協力を
いただき、誠にありがとうございました。来年
もすばらしい年となりますことをご祈念申し上
げます。

　茨城大学地域経済論齋藤典生ゼミでは、「いなり寿司」によるまちづくり活動を通

して、地域経済を勉強しています。

　まちづくり教室の皆さんは、まちづくりに対する思いが熱く、会議の時には議論が

白熱して圧倒されることもしばしばですが、「私たちも頑張らないと」という思いを

新たにさせてくれます。

　様々なイベントで「鯉焼き」を出店すると、焼きたてをその場で食べる人、お土産

に買って帰る人、食べておいしかったからとまた買いに来てくれる人など、笠間の皆

さんとの交流を通し

て、笠間をより身近

に感じることができ

ます。これからも笠

間の皆さんとの触れ

合いを大切にし、ま

ちづくり活動にかか

わっていきたいと思

います。

　　　　　　　　

山口市長

笠間市役所を表敬訪問したドイツ・ラー市の市長と（11／12）

笠間市まちづくり教室笠間市まちづくり教室笠間市まちづくり教室 笠間市まちづくり教室 

り
市民

参 画 の ま ち づ く

りり
だだよよ

問合せ　市民活動課（内線 135）　Mail: katsudo@city.kasama.lg.jp 

笠間市まちづくり教室

笠間のまつりにも参加

活動
報告
⑯

茨城
大学

齋藤
ゼミ

鯉焼きの修行中です
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ライン健康 健康 ト ッ ホ 健康 市立病院の医療コラム⑤市立病院の医療コラム⑤

腹八分目の胸焼け治療腹八分目の胸焼け治療
～よく効く薬に頼り過ぎない～～よく効く薬に頼り過ぎない～
腹八分目の胸焼け治療
～よく効く薬に頼り過ぎない～

笠間市立病院長　石塚恒夫
　逆流性食道炎は、胃酸が食道に過剰に逆流したり、食
道からの胃酸の排泄が低下したりするために起こる炎症
です。胸焼けなどの症状があっても、内視鏡で炎症所見
がない場合も多く、胃食道逆流症という臨床的な病名も
用いられます。かつては日本人には少ない疾患でしたが、
食生活の欧米化や肥満の増加に伴って増加しています。
慢性咳や難治性ぜんそく、咽頭違和感などの一部も胃食
道逆流症の症状ですが、制酸剤（胃酸分泌抑制薬）が有
効です。制酸作用の強いプロトンポンプ阻害薬の登場に
よって、ほとんどの患者さんの胸焼けを抑えることがで
きるようになりました。弱めのＨ２ブロッカーは薬局で
も市販されていますが、今でも軽症例や時々症状が出る
人には有効です。
　今、私が問題視しているのは、薬が効き過ぎるために、
生活習慣の改善を図ることなしに薬に頼ってしまうこと
です。脂肪分の多い食事は胃の運動を低下させ、喫煙は
酸を中和する唾液の分泌を減少させることで症状を悪化
させます。炭酸飲料やオレンジジュースなど、酸の強い
飲み物もいけません。やせ過ぎによる骨粗しょう症で背
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潤
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タ
ー

　

国
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・
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。
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昭
和
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の
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が
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う
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は
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同
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間
市
役
所
企
業
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進

室
（
内
線
５
６
２
）

笠間のがんばる企業紹介④笠間のがんばる企業紹介④ 　笠間市には、全国でもトップクラスの技術を持つ企業がたくさ
んあります。このコーナーでは、より良い製品づくりを目指して
研究・開発に取り組む市内の企業を紹介します。

中が丸くなった高齢女性は別として、内臓脂肪が胃を圧
迫する肥満が多くの逆流の原因です。基本的に、胸焼け
を起こす食べ物は、肥満の原因になります。また、最近、
プロトンポンプ阻害薬の長期服用による問題点も示唆さ
れています。カルシウム吸収障害により大腿骨頚部骨折
が 1.4 倍に、胃酸の殺菌作用低下により感染性胃腸炎
が 1.5 倍に増加するとの報告があります。
　最近、ニューイングランド医学雑誌の胃食道逆流症の
総説に、「胸焼け治療は 80％の症状をなくせば十分で
あり、不摂生をした場合に症状が再燃するくらいがいい」
とありました。「八分目の治療により腹八分目を促す」
ということです。高脂血症や高血圧でも同様です。コレ
ステロール低下薬にも強い薬が登場しました。降圧薬も
作用機序の異なる薬が増え、数系統併用すれば十分に降
圧できます。このためか、診療ガイドラインや健康診断
の目標値は、どんどん厳しく設定されています。しかし、
だからといって、安易に薬を増やすのは問題です。定期
的な外来通院で十分な経過観察を行い、悪化の原因が生
活習慣の乱れにある場合には、まずその改善を図ること
が大事なのではないでしょうか。

笠間市まちづくり教室笠間市まちづくり教室 
り

だよ
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活動中です 

こ
う
み
ん
か
ん

こ
う
み
ん
か
ん

笠間公
民館　

☎029
6-72-

2100
 

友部公
民館　

☎029
6-77-

7533
 

岩間公
民館　

☎029
9-45-

2080
 

と し か ん よ 

問合せ 

　友部公民館では、市民の皆さんの絵画や書
道、手芸などの作品展、園児や小中学生の作
品展のほか、芸能発表やファッションショー
など、様々な展示発表が行われました。
　参加した団体や個人の皆さんが、準備から
後片付けまで行い、すばらしい文化祭になり
ました。

第 47回友部公民館文化祭第 47回友部公民館文化祭
（10月 31日～ 11月４日）（10月 31日～ 11月４日）

　皆さんのご参加をお待ちしています。詳し
くは、決定次第「広報かさま」お知らせ版で
お知らせします。
日　時：平成 21年１月下旬
　　　　～２月上旬を予定
場　所：笠間公民館
対象者：市内在住または
　　　　在勤の方

笠間公民館笠間公民館
第３回笠間市民囲碁・将棋大会開催予定のお知らせ第３回笠間市民囲碁・将棋大会開催予定のお知らせ

◆クッキング教室
　◇ 12月 23日（火）◇
　時　間：午前９時 30分～ 11時 30分
　内　容：クリスマス食材づくり「キッシュ」
　定　員：20人
　参加費：900円
　講　師： 薗部泰子さん（SONOBEクッキ

ングサロン）

◆ハンドメイド講座
　◇１月中旬：「陶雛」づくり
　◇２月上旬：「額雛」折り紙アート

◆暮らしの講座
　◇１月 28日（水）◇
　　薬膳料理で心も体もリフレッシュ！
　◇３月３日（火）◇
　　 「ロハス」を生活の中に取り入れてみま
せんか！

　　※ ロハスとは、健康と環境を意識した生
活を目指すライフスタイルの総称です。

◆ネイチャーウォッチング
　◇２月４日（水）◇
　　星と石（つくば市）

◆洋菓子づくり
　◇２月予定

岩間公民館の講座案内岩間公民館の講座案内

芸能発表会

大会議室展示

体育室展示

平成 20年　広報かさま 12月号 14



と と し し と し か か か ん ん んよ よ よ書籍･CD･
DVD 

笠間図書館　☎0296-72-5046 
友部図書館　☎0296-78-1200 
岩間図書館　☎0299-45-2082 

問合せ 問合せ 問合せ

◆おはなし会（午後２時～２時30分）
　１月　4日（日）ありません
　１月11日（日）『いろいろおんせん』ほか
　１月18日（日）『きょうりゅうたちがかぜひいた』ほか
　１月25日（日）『へんしんマラソン』ほか
◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～11時20分）
　１月16日（金）『ととけっこう よがあけた』
◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
　１月17日（土）『ポリスアカデミー』（96分）

笠間図書館笠間図書館

◆子ども読書フェスティバルを開催しました
【10月25日（土）岩間図書館】
岩間図書館が「市民センターいわま」２階へ移転

し、リニューアル開
館の記念イベントも
兼ねて、本の読み聞
かせや大型紙芝居、
お楽しみコーナー
（折り紙など）を行
いました。

【11月９日（日）笠間図書館】
　大型絵本や仕掛け紙芝居、パネルに人形の絵を
貼って読み聞かせを行うパネルシアターなど、い

ろいろなお話が盛
りだくさん。子ど
もも大人も一緒に
なって、お話の
世界を楽しみまし
た。

【11月23日（日）友部図書館】
　11月４日から23日まで、幼児から小中学生
を対象に募集した作品をギャラリーに展示しまし
た。最終日には、ボランティアさんによる手作り

布絵本や影絵、群読
などの発表、入賞作
品の表彰などを行
い、家族みんなで楽
しいひと時を過ご
しました。

◆源氏物語に関する資料展の開催
　日　　時：12月16日（火）～28日（日）
　場　　所：友部図書館１階ギャラリー
　イベント：21日（日）
　　　　　　上映会：午前10時～（２階視聴覚室）
　　　　　　朗読会： 午後２時～（２階視聴覚室）

抹茶サービスがあります。
　※ 今年は源氏物語が世に出てから千年になりま

す。これを機会に、ぜひ古典文学に触れてみて
ください。どうぞ友部図書館ギャラリーまで！

◆年末年始の休館日
　12月29日（月）～１月３日（土）
　※  12月 28日（日）は午前９時から正午まで、

１月４日（日）は午前10時から午後５時
までの開館になります。

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
　１月　4日（日）『百人一首の会』ほか
　１月18日（日）『おにたのぼうし』ほか
◆おはなし会（０歳～４歳向け　午前11時～）
　１月15日（木）『エプロンシアター』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　１月25日（日）『審理』・『裁判員』（129分）
◆ギャラリー
　１月　4日（日）～18日（日）
　　「油絵展示」アトリエ・ボラーノ、くわのみ会合同
　１月20日（火）～２月１日（日）
　　「写真展示」写真仲間４人展

友部図書館友部図書館

※行事等は、各館にお問い合わせください。

◆おはなしのとびらと紙芝居
　１月10日（土）午前10時～10時30分
　◇読み聞かせ会『てぶくろ』ほか
　◇紙芝居『ぎざみみうさぎ』ほか

岩間図書館岩間図書館

音声サービス
　市内ボランティアグループが収録した「広報
かさま」「広報かさまお知らせ版」などの音訳
テープを、視覚障害の方などを対象に貸し出し
ています。どうぞご利用ください。
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案　

内

案　

内 
案　

内 

は申込み先、
は問合せ先です。

申

問

Information

コ
ー
ナ
ー

補
助
対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る

② 

夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
、

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
し
て
い
る

③ 

特
定
不
妊
治
療
以
外
に
妊
娠
が

望
め
な
い
と
医
師
が
判
断
し
て

い
る

④ 
茨
城
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関

に
お
い
て
実
施
す
る
特
定
不
妊

治
療
で
あ
る

⑤ 

茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
の

交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

⑥
市
税
を
完
納
し
て
い
る

補
助
金
額
及
び
補
助
期
間
▼
補
助

金
の
額
は
、
特
定
不
妊
治
療
１
回

に
つ
き
、
体
外
受
精
５
万
円
、
顕

微
授
精
10
万
円
、
１
年
度
当
た
り

２
回
を
限
度
に
、
通
算
２
年
間
補

助
し
ま
す
。

問
友
部
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６
（
７
７
）
９
１
４
５

笠
間
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６
（
７
２
）
７
７
１
１

岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
９
（
４
５
）
７
８
８
８

病
害
虫
防
除
に
か
か
る
芝
焼
き
の

実
施
に
つ
い
て

　

農
作
物
に
加
害
す
る
越
冬
病
害

虫
を
防
除
し
、
農
作
物
の
被
害
予

防
を
図
る
た
め
に
畦
畔
や
農
道
等

の
雑
草
を
焼
却
す
る
「
芝
焼
き
」

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
主
体
▼
行
政
区
、
土
地
改
良

区
、
水
利
組
合
、
農
家
組
合
等
の

任
意
組
織

実
施
日
▼
実
施
組
織
や
地
元
消
防

団
の
合
意
の
下
に
決
定
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
▼
笠
間
市
火
入
れ
条
例
に

基
づ
く
「
火
入
れ
許
可
申
請
書
」

を
２
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
▼
芝
焼
き
実
施
地
域
及

び
そ
の
周
辺
の
現
況
、
防
火
施
設

の
位
置
を
示
す
図
面

申
請
期
限
▼
実
施
日
の
10
日
前

※ 

で
き
る
だ
け
余
裕
を
持
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
▼
農
村
整
備
課
森
林
整

備
グ
ル
ー
プ（
農
政
課
笠
間
分
室
・

農
政
課
岩
間
分
室
で
も
受
け
付
け

ま
す
）

※ 
過
失
事
故
等
に
よ
る
金
銭
補
償

行
為
は
実
施
主
体
の
責
任
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
農
政
課
（
内
線
５
２
６
）

自
主
共
聴
施
設
の
受
信
点
調
査
の

申
込
み
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
平
成
23
年
７
月

24
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

完
全
移
行
に
伴
い
、
山
間
部
な
ど

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
20
年

12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研
究
資

料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材

な
ど
、広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
提
出
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

問
情
報
政
策
課
（
内
線
５
６
５
）

特
定
不
妊
治
療
費
の
補
助
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
夫
婦
の
経
済
的
及
び
精
神
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療
▼
体
外
受
精
、

顕
微
授
精

で
の
テ
レ
ビ
の
難
視
聴
解
消
の
た

め
、
地
元
組
合
等
が
設
置
し
た
自

主
共
聴
施
設
（
ア
ン
テ
ナ
等
）
に

つ
い
て
、
現
在
の
受
信
点
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
良
好
に
受
信
で

き
る
か
ど
う
か
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
地
元
組
合
等

の
方
は
、
次
を
ご
参
照
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
笠

間
市
で
は
、
12
月
26
日
、
大
郷
戸

の
鍬
柄
山
に
あ
る
笠
間
中
継
局
か

ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始

さ
れ
ま
す
。（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

実
施
内
容
▼
申
込
み
の
あ
っ
た
自

主
共
聴
施
設
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル

改
修
に
必
要
な
受
信
点
調
査
を
行

い
ま
す
。

実
施
主
体
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実
施
し
、

必
要
な
経
費
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
負
担
し

ま
す
。

実
施
対
象
▼
山
間
部
な
ど
の
難
視

聴
解
消
の
た
め
、
施
設
組
合
が
自

主
的
に
設
置
し
た
自
主
共
聴
施
設

※ 

ビ
ル
陰
や
送
電
線
・
鉄
道
高
架

等
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
共
聴

や
集
合
住
宅
共
聴
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
設
置
し

た
共
聴
施
設
は
、
別
途
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
調
査
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間
▼
平
成
20
年
度
か
ら
21

年
度
の
２
年
間

問
・
申
情
報
政
策
課
（
内
線
５
６ 

５
・
５
６
６
）

※ 
申
込
書
は
、
茨
城
県
を
経
由
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

　エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
　（10月28日）
【施設モニタリング】
　環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理
施設モニタリングに関する資料の提出を求め、その資料に基
づきモニタリング結果の報告を受けた。
① 最終処分場の浸出水処理水について、６月から10月まで
月２回、流入水と放流水の水質調査を行った。流入水につ
いては水質に大きな変化はなく、放流水についてもすべて
の項目で下水道の排水基準値以下であった。
② 雨水等放流水については、防災調整池から排水される雨水
等を６月から10月まで月１回水質調査を行い、すべての
項目で排水基準値を下回った。

　 また、常時監視している９月の地下水集水管についても異
常値は観測されなかった。

③ 溶融処理施設排ガスについて、９月29日と30日にサンプ
リングを実施したが、現在分析中のため、後日報告を受ける。
④ 排ガスの常時監視については、日平均値ではすべての項目
で自主管理基準値を下回ったが、最大値でばいじん以外の
項目で自主管理基準値を超えている日がある。国の法定基
準値は満たしているものの、管理を徹底し、全時間で自主
管理基準値を満足させることが求められる。

【モニタリング結果の住民公表】
　住民公表については、エコフロンティアかさま入口にある
電光掲示板で常時排ガス等の数値を公表している。また、ホー
ムページ上でも情報公開している。
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12 月の納税

■固定資産税
　　　（第３期）
■国民健康保険税
　　　（第７期）

納付期限
 12月 25日（木）

12 月 11 日～ 21 日
／福祉作文
12月 22日～１月３
日／民話「宍戸城主と
忠犬」
１月４日～12日／東支
部社協だよりから「対
話と食事会に参加して」

テレフォンサービステレフォンサービス
（☎77-9711）（☎77-9711）

生
き
活
き
菜
園
「
は
な
さ
か
」

新
規
利
用
者
を
募
集

　

市
民
農
園
「
生
き
活
き
菜
園
は

な
さ
か
」（
橋
爪
）
で
は
、
平
成
21

年
度
春
の
野
菜
づ
く
り
に
向
け
て
、

新
規
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

区
画
数
▼
36
区
画
（
全
84
区
画
）

面
積
▼
１
区
画
30
㎡

使
用
期
間
▼
１
年
単
位
（
４
月
〜

翌
３
月
）
で
、
毎
年
契
約
更
新

使
用
料
▼
年
間
１
万
円
（
１
区
画

当
た
り
）

対
象
者
▼
農
業
を
営
ん
で
い
な
い
方

募
集
期
間
▼
随
時

施
設
▼
農
具
（
常
設
）、
水
道
、

休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
芝
生
広
場

栽
培
指
導
▼
専
属
指
導
員
が
毎
週

日
曜
日
に
講
習
会
を
実
施

問
・
申
農
政
課
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
室
（
内
線
５
２
３
）

greens@
city.kasam

a.lg.jp

第
10
回
彩

（
い
ろ
ど
り
は
つ
が
ま
い
ち
）

初
窯
市
（
笠
間
市
）

　

新
春
に
行
わ
れ
る
恒
例
の
陶
器

市
。
個
性
豊
か
な
新
作
の
展
示
・

即
売
の
ほ
か
、
福
袋
の
販
売
や
楽

募　

集

募　

集 

募　

集 

し
い
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
▼
１
月
２
日
㊎
〜
５
日
㊊

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
▼
笠
間
工
芸
の
丘
特
設
会
場

問
商
工
観
光
課
（
内
線
５
１
７
）

ア
ー
ト
タ
ワ
ー
み
と
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
水
戸
市
）

　

無
数
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

彩
ら
れ
る
水
戸
の
街
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
初
〜
１
月
15
日
㊍

会
場
▼
水
戸
芸
術
館

○ 

12
月
31
日
▽
午
後
９
時
か
ら

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆
ハ
ッ
ピ
ー

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

問
08
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
Ｆ
実
行
委
員
会

℡
０
２
９
（
２
２
７
）
７
５
５
８

年末年始の休業案内
◆公共施設等の休業日

※ 市役所休庁期間中、死亡届の受付、埋火葬許可申請
書の受付・許可証の交付、婚姻届・出生届などの受
領は、本所・支所の日直が行います。

※ 図書館は、28日（日）は午前９時～正午、４日（日）
は午前10時～午後５時までの開館となりますの
で、ご注意ください。

◆ごみ、し尿汲み取りの休業日

※ ごみは笠間地区はエコフロンティアかさま、友部・
岩間地区は環境センターへ持ち込んでください。
※ 年末は大変混雑しますので、可燃ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ、資源物にきちんと分けて、早めに持ち込
んでください。

施設名 休業日
市役所・市立病院・保健セン
ター

27日（土）～４日（日）

図書館 29日（月）～３日（土）
公民館・総合公園・市民体育館・
海洋センター・笠間武道館

28日（日）～５日（月）

笠間広域斎場やすらぎの森 １日（木）～４日（日）
デマンドタクシーかさま 27日（土）～４日（日）
いこいの家はなさか 31日（水）～１日（木）
ゆかいふれあいセンター 29日（月）～５日（月）

地　区 内容 休業日

笠　間
地　区

ごみの収集 31日（水）～４日（日）
し尿・浄化槽汲み取り 27日（土）～４日（日）
ごみの臨時持込受付日 29日（月）

友部・岩
間地区

ごみの収集 31日（水）～４日（日）
ごみの持込み 30日（火）～４日（日）
し尿・浄化槽汲み取り 30日（火）～５日（月）

　　　　　本所環境保全課（内線127）
問合せ先　笠間支所生活課（内線72122）
　　　　　岩間支所生活課（内線73162）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

と
な
り
の
ま
ち
か
ら 

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会 

と
な
り
の
ま
ち
か
ら 

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会 

  

  

パソコンパソコンはじめよう！はじめよう！はじめよう！はじめよう！はじめよう！はじめよう！
1時間無料体験実施中
＊初心者・趣味・実務・資格取得まで＊

パソコン教室 友部校
笠間市役所前 TEL0296-70-5851
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活改善推進

平

倉
ヒ
サさん（会長

）

よ
り

　これまで、笠間・岩間・友部の
３団体がそれぞれの地区活動を展
開していました。消費者友の会は、
この長い歴史のある会を発展的に
解消し、今年度から「目的」を一
つにして全会員で活動することに
なりました。
　私たちの一大イベントになって
いる消費生活展。今年は「まちの
駅『かさま』市民交流広場」で開
催しましたが、食の安全や高齢者
の福祉、レジ袋削減活動、消費生
活問題についての学習の成果を展
示発表することができ、来場され
た方々の理解をより深めていただ
けたと感じています。今後は出前
講座にも挑戦し、会員同士が楽し
く活動しながら、地域の方々との
触れ合いの輪を広げていきたいと
思っています。

　この会は、消費者である私
たち自身が自主的に消費生活
にかかわる知識を習得し、地
域の人たちに草の根的に啓発
することを目的として活動に
取り組んでいます。
　笠間生活学校、友部消費生
活学級、岩間くらしの会が統
合し、３市町合併１年後の平
成19年４月に「笠間市消費
者友の会」として発足しま
した。
　食の安全、地球温暖化を含
めた環境問題、猛スピードで
進む少子・高齢化問題、オレ
オレ詐欺や悪徳商法といった
消費者問題などに関する講演
会や実践活動、消費生活展な
どを笠間市消費生活センター
と協働関係を持ちながら推進
しています。

　代表者：平倉ヒサ（大沢下）
　設　立：平成 19年
　会　員：128人

笠間市消費者友の会

このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
等を紹介します。掲載を希望する団
体は市民活動課へご連絡ください。

シリーズ㉚ 笠ふるさと間に生きる

かさまかさま

平成20年度総会

皆で守ろう、
くらしの安心安全

「いざという時のために」（消防署）の
出前講座を受講

平成20年度消費生活展

平成20年度消費生活展
「リフォームファッションショー」

県畜産センターでのチーズ作り
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広報ギャラリー広報ギャラリー
申込み・問合せ
〒309-1792 笠間市中央 3 - 2 - 1

笠間市役所市長公室秘書課　広報広聴グループ

このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介させていただきます。絵画・書道・俳句・
短歌・写真・イラストなどの作品を募集しています。必ず住所、氏名（ペンネームの場合、本
名も併記）を記入し、お送りください。掲載させていただいた人には、薄謝を進呈します。

　　
　食生活活改改善善推推進進員が紹介する

　　
　食生活改善推進員が紹介する

かさま食彩 ひじきとサツマイモの味噌マヨサラダ
材料（４人分）
干し芽ひじき…20ｇ　　　サツマイモ…500ｇ
マヨネーズ…大さじ４　　味噌…大さじ４
作り方
１ ．ひじきは戻してザルに上げる。サツマイモは皮付きの
まま、いちょう切りにして水にさっとくぐらせ、熱湯で
ゆでる。やわらかくなったら、ひじきを加えてひと混ぜ
し、一緒にザルに上げ粗熱をとる。

２ ．ボールに味噌・マヨネーズを入れてよく混ぜ合わせ、
粗熱をとった①とあえる。

レンコンまんじゅうの薄くずあん
材料（４人分）
レンコン…350ｇ
Ａ　（片栗粉…大さじ2～3　　酒…大さじ1/2　　塩…少々）
うなぎ蒲焼…1/4枚　　ぎんなん水煮缶…８粒
Ｂ　　だし汁…1カップ　　酒…大さじ1
　　　みりん…大さじ1　　薄口しょう油…大さじ1
片栗粉…小さじ2　　ゆず皮千切り・細ねぎ小口切り…適量
作り方
１ ．レンコンは皮をむいてすりおろし軽くしぼり、Ａと混
ぜて４等分する。うなぎ蒲焼は1.5㎝角に切る。

２ ．①を手のひらに伸ばし、うなぎとぎんなん２粒をのせ
て包み、まんじゅうを４個作る。

３ ．蒸気の上がった蒸し器で②を９～10分蒸す。
４ ．小鍋にＢを入れて煮立て、同量の水で溶いた片栗粉で
とろみをつけて、あんを作る。

５ ．器に③を盛り、④のあんをかけて、ゆず皮を天盛りに
し、細ねぎを散らす。

　寒い季節は、根菜類を食べて体を温めましょ
う。根菜類はビタミン・ミネラルが豊富で、冬
がおいしい時期です。

ひじきとサツマイモの味噌マヨサラダひじきとサツマイモの味噌マヨサラダ
レンコンまんじゅうの薄くずあんレンコンまんじゅうの薄くずあん

俳
句
・
短
歌

俳
句
・
短
歌

Country
第７回茨城県社会人ドッジボール選手
権大会　オーバー12の部　優勝

西飯田ドッジボールクラブ
茨城新聞社杯第 11回茨城県ドッジ
ボール選手権大会　準優勝

写
真
写
真

栄養素量（１人分）
〈ひじきとサツマイモの味噌マヨサラダ〉
 エネルギー…282kcal　
 たんぱく質…3.0ｇ　脂質…11.3ｇ　塩分…1.1ｇ
〈レンコンまんじゅうの薄くずあん〉
 エネルギー…125kcal　
 たんぱく質…4.0ｇ　脂質…1.7ｇ　塩分…1.0ｇ

涼
風
に　

コ
ス
モ
ス
揺
れ
て　

赤
蜻
蛉

 

笹
島　

寅
（
羽
衣
）

晴
天
の　

防
犯
講
話
に　

菊
薫
る

 

大
森　

美
津
（
日
沢
）

赤
穂
市
と　

睦
み
佐
白
に　

義
士
の
像

 

山
﨑　

久
三
（
美
原
）

新
米
の　

ほ
の
か
な
温
み　

手
に
触
れ
つ

　

籾も
み

握
り
息

こ

子
の　

傍
に
し
て

 
込
山　

千
代
（
押
辺
）

笠
間
市
は　

菊
に
変
り
て　

秋
の
空

　

街
の
誇
り
を　

望
み
称
へ
ん

 

伊
藤　

洋
子
（
大
田
町
）

鬼
怒
川
の　

燃
ゆ
る
錦
秋　

川
く
だ
り

　

飛
沫
さ
や
か
に　

山
鳥
の
声

 

肘
井　

孝
之
（
下
郷
）
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安心、新鮮、おいしいを支える地元農業の紹介コーナー。食の
安全が第一に求められ、農産物への関心もますます高まる今こ
そ、地元農家の実力発揮のとき！

このコーナーで紹介された生
産物については、本所農政課
（内線 525）にお問い合わせ
ください。

人口と世帯数（常住人口 11.1 現在）
●人　口 80,347 人 （－ 18人）
　　　男 39,316 人 （＋ 12人）
　　　女 41,031 人 （－ 30人）
●世帯数 27,979世帯 （＋ 32世帯）
  （前月比）

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
　お問合せは秘書課（内線225）まで。

○ 市ホームページモバイル版
では、行政・災害などのさ
まざまな情報をお届けして
います。
　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

今こそ！笠間育ち⑨今こそ！笠間育ち⑨

再生紙を使用しています。

▲  佐々木秀夫さん【箱田】
（左）、塙悟さん・美代子
さん夫妻【安居】（右）

　「より良いものをと思うと、
いちごの研究（勉強）には終
わりがない。実に赤い色が
付くまでは緊張のしどおしだ
よ」と皆さん言います。収穫
できるまでにかかる月日は１
年以上。「でも、赤い実が付
くと、その苦労も吹っ飛ぶよ」
と話してくれました。

日に日に甘さを増す笠間のいちご ▼
▲ ミツバチが受粉のお手伝い
　11月上旬に花が咲くと、ミ
ツバチをハウスに放して受粉
作業を手伝ってもらいます。
受粉の仕方で形にも影響が
出るそうです。一粒一粒手に
とって光に当てると、きらき
ら輝く宝石のよう。丹念に育
てられた笠間の赤いダイヤを
ぜひ味わってみてください。

　笠間市民憲章推進協議会では、平成 19 年１月１日に笠
間市民憲章が制定されたことを記念して、オリジナルフ
レーム切手を作成しました。この切手は、市内の自然や施
設、市の花・木・鳥のイラストなどを図柄とした 50 円の
シール切手 10 枚が１セットになっています。この機会に、
ぜひお買い求めください。

販売場所：笠間市役所市民活動課及び各支所生活課窓口
販売価格：１シート 700 円
発行部数：1,000 シート
販売期間：売切れ次第終了とさせていただきます。
問合せ先：市民活動課（内線 134）

笠間市民憲章制定記念笠間市民憲章制定記念
オリジナルフレーム切手を販売オリジナルフレーム切手を販売

　その甘さから果物に位置付けられることが多いです
が、草本性の植物なので正確には野菜に分類され、バ
ラ科に属します。真っ赤ないちごがのっているクリス
マスケーキ。しかし冬にいちごはできません。では、
なぜ食べられるかというと、ビニールハウスで作っ
ているからです。市全体の作付面積は４㌶で、収穫量
は年間 107㌧。笠間のいちごの出荷が始まるのは 12
月からで、５月ごろまで出回ります。

みんな大好き　笠間のいちご
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